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児童の実態 教師の願い
・一部の児童しか
発言しない

・話合いが深まって
いかない

・司会の仕方が
身に付いていない

・自分の意見を自信をもって
発表できるようにしたい

・話合いの仕方や司会の
進め方を身に付けさせたい

・共通点に目を向けた意見の
まとめ方を身に付けさせたい

①モデルの提示

グループや学級全体
での話合いの仕方を
具体的につかませる
ために、モデル（Ａ
～Ｃ）を提示した。

②メモの活用

③共通点に目を向けて
話し合う指導の工夫

自信をもって発表できるよう
に自分の意見（１年生に読ん
であげる本を選ぶときに大切
にしたいこと①内容②ジャン
ル）とその理由（自分の経験
や具体的な書名）を書かせた。

発表メモに書かせた意
見の共通点を見付けさ
せる。ホワイトボード上
で仲間分けさせた後、
見出しを付けさせた。

教師が、児童の役を演じ、話合いの場面を例示したことにより、児童の興味・関心を強くもたせることができた。また、
発表メモには自分の意見とその理由を書かせてあったので、自信をもって発表する姿が見られた。しかし、全員の児
童に司会を経験させることができなかったので、グループによる話合いの場面を他教科でも取り入れていきたい。

成果
と

課題

Ａ 話合いの手順

Ｂ 共通点の見付
け方の演示

Ｃ 見出し付けの演示

発表メモ

話合いで決まったこと


